
令和５年４月より玉村町に地域おこし協力隊が着任しました。国登録有形文化財である

「重田家住宅」を拠点として、地域の活性化に取り組んでいます。 

地域おこし協力隊とは…地域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動を行ってもら

い、その定住・定着を図ることで、地域の活性化に貢献してもらう取り組みです。

ご挨拶 

　地域おこし協力隊として 2 年目を迎えました。この 1 年は重田 

家住宅敷地内でのカフェ開業を目標に、地域と重田家住宅を繋ぐ 

新たな交流拠点となる場所作りに励みます。また、玉村町の良さ 

を町内外に発信しながら新たな特産品作りにもチャレンジする予 

定です。子育てと両立しながら元気に頑張ります！ぜひ活動を 

応援していただけると嬉しいです。 

【令和６年度の活動の様子】 

お問合せ：玉村町教育委員会生涯学習課文化財係　TEL：0270-30-6180

活動拠点 

国登録有形文化財 

「重田家住宅」

冨澤のぞみ
とみざわ

玉村町小泉地区にある重田家は、江戸時代の中頃から代々医師を家業として

いました。棟札に明治１６年（1883）上棟として記されており、主屋・穀蔵・

西の蔵・東の蔵・外便所・井戸屋形・表門及び塀等があり、この７棟が国の登

録有形文化財となっています。令和３年、土地建物が所有者の重田家より玉村

町に寄贈されました。 

町では、令和４年度より定期的な公開、活用に向けて取り組んでいます。 

【国登録有形文化財「重田家住宅」】玉村町小泉４２番地 

◀ 重田家マルシェ、フリーコーヒー、カフェ営業、親子向け食育教室等を行いました。

活動の様子は 

instagram を見てね 

【地域おこし協力隊 ウネルマプロジェクト】 
・重田家住宅の魅力を発信しながら、地域の憩いの場としてカ

フェ店舗にするため、施設環境整備を行います。 

・玉村町の麦や野菜を使用した新たな特産品を作成し、町内外

にアピールしていきます。『さらに自慢できる玉村町』にした

い！ 

　【ウネルマ】とはフィンランド語で「夢」「希望」という意味で

す。玉村町でウネルマの夢を一緒に実現しましょう！


